
N
o
.

申
請
日

申
請
者

事
業
名

会
場
・
開
催
日
時

事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容
等

入
場
料

新
規

継
続

承
認
区
分

及
び
初
回
後
援
日

審
査
結
果

1
H
3
1
.
2
.
2
5

一
研
　
平
野
ク
ラ
ス

平
野
美
穂

一
研
　
平
野
ク
ラ
ス
　
バ

イ
オ
リ
ン
発
表
会

〇
会
場
：
長
久
手
市
文

化
の
家
　
森
の
ホ
ー
ル

〇
開
催
日
時
：

H
3
1
.
5
.
1
8
(
土
)

〇
目
的
：
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
長
久
手
市
民

に
聞
い
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
音
楽
文
化
の
向

上
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
バ
イ
オ
リ
ン
（
ソ
ロ
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）
の
演
奏
発
表

無
料

新
規

後
援

※
3
/
1
8
意
見
交
換
済
み

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
長
久
手
市
民

に
聞
い
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
音
楽

文
化
の
向
上
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
後
援
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

2
H
3
1
.
2
.
4

株
式
会
社
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
　
松
田
雄
基
コ
モ
ン
タ
ウ
ン
へ
よ
う
こ

そ
！

〇
会
場
：
イ
オ
ン
モ
ー

ル
長
久
手

〇
開
催
日
時
：

H
3
1
.
7
.
6
(
土
)

〇
目
的
：
子
ど
も
達
へ
の
教
育
支
援
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
等
を
目
的
と
し
て
い

る
。

〇
対
象
:
一
般
市
民

〇
内
容
：
子
ど
も
達
が
お
仕
事
体
験
を
通
し
て

仕
事
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
リ
ア
ル
な
現
場
で

体
験
す
る
。

無
料

新
規

後
援

※
3
/
1
8
意
見
交
換
済
み

子
ど
も
達
の
お
仕
事
体
験
を
通
し
て

子
ど
も
達
へ
の
教
育
支
援
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
等
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
後
援
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

3
H
3
1
.
3
.
1
3

オ
ペ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
竹

之
内
奏

オ
ペ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
1
5
周
年
記
念
公

演
「
真
珠
星
の
う
た
」

〇
会
場
：
長
久
手
市
文

化
の
家
　
森
の
ホ
ー
ル

〇
開
催
日
時
：

H
3
1
.
8
.
2
4
(
土
)
～

H
3
1
.
8
.
2
5
(
日
)

〇
目
的
：
長
久
手
市
に
お
け
る
青
少
年
の
芸
術

文
化
の
発
展
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
卒
業
生
を
主

と
し
た
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
、

２
才
か
ら
大
人
ま
で
の
市
民
が
参
加
す
る
オ
ペ

ラ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
。

大
人
:
1
,
2
0
0
円

高
校
生
以
下
:
7
0
0
円

新
規

後
援

※
3
/
1
8
意
見
交
換
済
み

長
久
手
市
に
お
け
る
青
少
年
の
芸
術

文
化
の
発
展
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
後
援
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書
資料３



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催日時 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び初回後援日 審査結果

4 H31.2.18
愛知学院大学　学
長　佐藤悦成

愛知学院大学　春季公
開講座

〇会場：愛知学院大
学日進キャンパス
12号館G105教室
〇開催日時H31.5.18
～H31.6.8(毎週土
曜)

〇目的：大学における研究の成果を社会
に還元するとともに、大学の持つ機能を
広く社会に開放して、生涯学習社会の要
請に応えることを目的としている。

〇対象：一般市民

〇内容：愛知学院大学各学部から選出さ
れた講師が、「自然災害と向き合う」を
総合テーマに、毎週土曜日全４回の講義
を行う。

資料代:2,000円
継続
3年目

後援
(H25.4)

前年度後援実績があり、大学の
もつ知的財産を広く社会に開放
し、生涯学習社会の要請に応え
ることを目的とする催し物であ
るため、後援することが適当で
ある。

5 H31.2.18
愛知学院大学　学
長　佐藤悦成

愛知学院大学　秋季公
開講座

〇会場：愛知学院大
学日進キャンパス
12号館G105教室
〇開催日時：
H31.10.5～
H31.10.26(毎週土
曜)

〇目的：大学における研究の成果を社会
に還元するとともに、大学の持つ機能を
広く社会に開放して、生涯学習社会の要
請に応えることを目的としている。

〇対象：一般市民

〇内容：愛知学院大学各学部から選出さ
れた講師が、「平成の時代を振り返る」
を総合テーマに、毎週土曜日全４回の講
義を行う。

資料代:2,000円
継続
3年目

後援
(H25.4)

前年度後援実績があり、大学の
もつ知的財産を広く社会に開放
し、生涯学習社会の要請に応え
ることを目的としているため、
後援することが適当である。

6 H31.3.5
愛知県立長久手高
等学校吹奏楽部
牛田佳宏

第11回定期演奏会

〇会場：長久手市文
化の家　森のホール
〇開催日時：
H31.5.6(月)

〇目的：部活動の発表のため

〇対象：一般住民

〇内容：吹奏楽部定期演奏会。日常の活
動の成果を発表する。

無料
継続
3年目

後援
(H27.1)

前年度後援実績があり、教育活
動の成果を披露することで、生
徒の健全な発育に資することを
目的としているため、後援する
ことが適当である。

7 H31.3.8

名古屋ウクレレ
フェスティバル実
行委員会　笠原小
夜

鯱レレ万博2019

〇会場：愛・地球博
記念公園
〇開催日時：
H31.8.17(土)

〇目的：ウクレレカルチャーを通じて市
民や県外民と交流を図ることを目的とし
ているため。

〇対象：一般市民

〇内容：ウクレレ演奏の発表、プロ
ミュージシャンの演奏、物販及び飲食

無料
継続
2年目

後援
(H29.7)

前年度後援実績があり、歌、踊
り等を通じて自分を表現する場
を提供することを目的としてい
るため、後援することが適当で
ある。



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催日時 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び初回後援日 審査結果

8 H31.3.11
公益社団法人ス
コーレ家庭教育振
興協会　藤井友理

スコーレ家庭教育講座

〇会場：長久手市文
化の家　講義室2
〇開催日時：
H31.5.10(金)

〇目的：母親の子育て支援、家庭教育の
支援をすること

〇対象：子育て中の保護者の方

〇内容：「叱らなくてもしつけはでき
る」をテーマに、各々何が必要か、親と
して今何をすべきかを話し合う。

500円
継続
2年目

後援
(H28.8)

前年度後援実績があり、子育て
中の保護者に子どものしつけに
ついて討論をすることで家庭教
育の支援をすることを目的とし
ているため、後援することが適
当である。

9 H31.3.7

特定非営利活動法
人メタセコイアの
森の仲間たち　永
吉剛

清流王国郡上・夏休み
こどもキャンプ

〇会場：郡上市内
〇開催日時：
H31.7.13(土)～
H31.8.30(金)

〇目的：郡上の地域資源（自然・文化・
人）を活かした、郡上ならではの自然体
験を提供し、都市の子どもたちと郡上の
子どもたちが一緒に、農村漁村において
集団キャンプを行うことで、「生きる
力」を身に付けることを目的としてい
る。

〇対象：小学１年生～中学３年生

〇内容：郡上の地域資源（自然・文化・
人）を活かした、郡上ならではのフリー
キャンプ

2泊3日:29,800円
3泊4日:35,800円
6泊7日:72,800円

継続
1年目

後援
(H30.6)

前年度後援実績があり、フリー
キャンプを通し、自然や文化な
どに親しむとともに、人間関係
などの集団活動の在り方や公衆
道徳などの望ましい体験を積
み、知識や技能の習得とともに
思考力・判断力・表現力などを
育成し、これからの社会におい
て必要となる「生きる力」を身
に付けることを目的としてるた
め、後援することが適当であ
る。


